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２回戦の第４試合は昨年度の選抜大会２位、今年度のインターハイ３位の中京高校が中心の岐阜と、インターハイ個人優勝
の鈴木を擁しインターハイ団体３位の左沢高校が中心の山形との強豪同士の対戦となった。先鋒戦は、お互いに慎重な試合
運びとなり決め手なく延長に入り、山形遠藤の面を岐阜磯が返して面を決めて一本勝。次鋒戦は、岐阜竹村が間合いを詰め
て厳しく攻め相手を崩そうとするが、山形佐藤はその攻めを上手にかわす。延長になって山形佐藤は疲れが出たのか岐阜竹
村の小手に動きが止まり面を打たれる。中堅戦は、後のない山形鈴木が中心を力強く攻めるが、岐阜堀内も素早い動きでこ
れに対応する。焦れた鈴木が逆胴に打って出たが堀内はそれを抜いて引き面を決め一本勝。副将戦は上段の山形斎藤に対
し、岐阜太田は足を使った速い動きで攻め込み、山形斎藤が上段に構えて打ち間に入ろうとしたところを小手。そして跳び
込み胴を決め二本勝。大将戦は力強い技を出そうとする山形高橋に対して切れのある動きで対応する岐阜多和田。勝負つか
ず引き分け。実力者同士のチームであったが大差がついて岐阜が快勝した。

山
形

副　審

加
茂
　
功

鈴
木
康
生

5 ○試
　
　
合
　
　
経
　
　
過

延
長

延
長

一
本
勝


